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カルチャー
パーク
彫刻探訪
秦野市が「彫刻のまち」なのを
知っていますか？駅周辺や公園
など、実は景観に調和し、さりげ
なく身近にアートが存在してい
ます。
特に秦野市カルチャーパークは
彫刻の宝庫なんです！そんな彫
刻の数々を「はだの文化通信ハ
ルモニア」内で少しずつ紹介して
いきます。散策ついでに、見つけ
てみてくださいね。

馬と少年
作・小島弘

少女
作・朝倉響子

愛
作・井上久照

童話のなかで
作・小島弘

夭桃
作・小島弘
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高
橋
滋
樹
団
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

「
魅
力
あ
る
演
奏
を
」

　
高
橋
滋
樹
団
長
が
は
だ
の

響
を
知
っ
た
の
は
、
小
学
５

年
生
の
時
に
母
と
鑑
賞
し
た

演
奏
会
。
「
プ
ロ
や
ア
マ

チ
ュ
ア
と
か
は
よ
く
分
か
ら

な
か
っ
た
で
す
が
、
す
ご
く

感
動
し
た
」
と
話
す
。

　
小
学
１
年
生
か
ら
６
年
ま

で
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
、
中
学

生
か
ら
は
ホ
ル
ン
奏
者
と
し

て
音
楽
に
関
わ
っ
て
き
た
そ

う
で
、
大
学
生
の
頃
に
エ
キ

ス
ト
ラ
と
し
て
３
、
４
回
ほ

ど
は
だ
の
響
の
公
演
に
出
演

し
て
い
た
。

　
２
０
１
２
年
、
は
だ
の
響

の
発
足
当
初
か
ら
コ
ン
サ
ー

ト
マ
ス
タ
ー
を
務
め
て
い
た

霞か
す
み

貴
子
さ
ん
に
入
団
し
た
い

旨
を
告
げ
、
団
員
に
。
そ
し

て
２
０
１
９
年
、
推
薦
を
受

け
団
長
に
就
任
し
た
。
「
団

員
が
向
か
う
道
筋
を
提
示
す

る
の
が
役
割
。
『
入
団
し
た

い
』
と
思
っ
て
も
ら
え
る
魅

力
的
な
演
奏
を
目
指
し
た

い
」
と
話
す
。

　
「
第
82
回
定
期
演
奏
会
で

高
橋
滋
樹 

団
長

は
、
今
年
で
生
誕
１

５
０
周
年
を
迎
え
る

ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
曲

を
演
奏
し
ま
す
。
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
ソ
ロ

も
見
ど
こ
ろ
。
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
」

と
呼
び
か
け
た
。

今
春
行
わ
れ
た
、
第
81
回
定
期
演
奏
会

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
ま
ち
に
響
け

　
「
秦
野
を
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
響
く
心
豊
か
な
市ま

ち

に
」
と
い
う
想
い
か
ら
、
ア
マ
チ
ュ

ア
の
市
民
に
よ
っ
て
１
９
７
８
年
に
結
成
さ
れ
た
「
秦
野
市
民
交
響
楽
団
」
（
通
称
・

は
だ
の
響
）
。
ク
ア
ー
ズ
テ
ッ
ク
秦
野
カ
ル
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル
で
10
月
1
日
㈰
に
開
催
さ

れ
る
第
82
回
定
期
演
奏
会
を
前
に
、
そ
の
歴
史
や
想
い
を
振
り
返
る
。

　
は
だ
の
響
の
第
１
回
定
期

演
奏
会
は
１
９
８
０
年
11
月

24
日
、
秦
野
市
文
化
会
館

（
現
ク
ア
ー
ズ
テ
ッ
ク
秦
野

カ
ル
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル
）
の
こ

け
ら
落
と
し
の
公
演
と
し
て

開
催
さ
れ
た
。
定
期
演
奏
会

は
年
２
回
、
こ
れ
ま
で
に
80

回
を
超
え
る
開
催
を
重
ね
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
市
内
に
根

付
か
せ
て
い
る
。

　
楽
団
結
成
の
き
っ
か
け

は
、
音
楽
愛
好
家
が
渋
沢
の

居
酒
屋
で
熱
く
語
り
合
っ
た

こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
と
い

う
。
音
楽
大
学
の
卒
業
生
や

元
吹
奏
楽
部
員
ら
が
社
会
人

に
な
っ
て
も
演
奏
で
き
る
機

会
が
生
ま
れ
、
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
を
鑑
賞
す
る
土
壌
も
育

つ
。
当
時
、
北
公
民
館
で

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
講
座
が
開
か

れ
、
そ
こ
に
集
ま
っ
た
メ
ン

バ
ー
約
20
人
で
発
足
し
た
。

　
現
在
、
団
員
の
人
数
は
43

人
で
、
中
学
３
年
生
か
ら
70

代
の
団
員
が
所
属
し
て
い

る
。
音
楽
大
学
を
卒
業
し
た

人
や
音
楽
に
触
れ
て
き
た
人

が
「
社
会
人
に
な
っ
て
も
演

奏
を
し
た
い
」
と
入
団
す
る

こ
と
が
多
い
が
、
高
橋
滋
樹

団
長
は
「
演
奏
レ
ベ
ル
が
他

の
団
員
と
同
等
で
あ
れ
ば
、

年
齢
関
係
な
く
入
団
で
き
ま

す
」
と
話
す
。

注
目
さ
れ
る
よ
う
に

　
高
橋
団
長
に
よ
る
と
、
は

だ
の
響
を
継
承
し
て
い
く
た

め
に
重
要
な
の
は
、
団
員
を

増
や
す
こ
と
。
そ
の
た
め
、

あ
え
て
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
曲

を
交
え
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組

み
、
〝
人
目
を
惹
く
〟
よ
う

に
心
掛
け
て
い
る
と
い
う
。

見
慣
れ
な
い
楽
譜
に
戸
惑
う

団
員
も
少
な
く
な
い
が
、
苦

難
を
乗
り
越
え
た
先
に
い
る

観
客
か
ら
の
反
響
は
大
き

く
、
そ
れ
が
や
り
が
い
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

　
昨
年
の
第
80
回
定
期
演
奏

会
で
披
露
し
た
「
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
協
奏
曲
第
２
番
」

市
民
が
つ
く
る
〝
は
だ
の
響
〟

（
オ
ス
カ
ル
・
ナ
ヴ
ァ
ッ

ロ
）
と
「
交
響
曲
第
３
番

（
初
稿
）
」
（
ブ
ル
ッ
ク

ナ
ー
）
は
、
「
日
本
の
ア
マ

チ
ュ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
演

奏
さ
れ
た
の
は
お
そ
ら
く
初

め
て
」
と
高
橋
団
長
は
話

す
。
こ
の
時
の
演
奏
曲
は
、

同
演
奏
会
に
指
揮
者
と
し
て

招
か
れ
て
い
た
、
世
界
で
活

躍
す
る
新
通
英
洋
氏
か
ら
の

提
案
を
受
け
た
も
の
。
曲
の

珍
し
さ
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
話
題

と
な
り
、
当
日
は
遠
方
か
ら

訪
れ
た
愛
好
家
も
い
た
。

チケットの
購入はこちらから

魔
法
が
か
か
る
演
奏

　
本
番
で
、
団
員
や
指
揮

者
、
観
客
が
一
体
と
な
る
よ

う
な
感
覚
が
あ
る
と
き
、

「
良
い
演
奏
が
で
き
た
、
と

手
ご
た
え
を
感
じ
る
」
と
高

橋
団
長
。
「
指
揮
者
の
先
生

が
、
ま
る
で
魔
法
を
か
け
て

く
れ
て
い
る
よ
う
な
感
覚
で

す
」
と
語
る
。

　
そ
う
い
っ
た
演
奏
会
が
常

に
出
来
る
よ
う
、
毎
週
日
曜

日
に
市
内
の
公
民
館
で
練
習

を
行
っ
て
い
る
。
ト
レ
ー

ナ
ー
や
指
揮
者
に
指
導
を
受

け
な
が
ら
、
ミ
ス
を
減
ら
し

て
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
が
美
し
く

響
く
よ
う
心
掛
け
る
な
ど
、

ク
オ
リ
テ
ィ
の
向
上
を
追
い

求
め
て
い
る
。

第
82
回
定
期
演
奏
会

　
ク
ア
ー
ズ
テ
ッ
ク
秦
野
カ

ル
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

で
10
月
1
日
に
開
催
。
開
演

は
午
後
２
時
か
ら
（
開
場
１

時
15
分
）
。

　
当
日
は
、
高
橋
達
馬
氏
の

指
揮
の
も
と
、
「
歌
劇
『
ど

ろ
ぼ
う
か
さ
さ
ぎ
』
序
曲
」

（
ロ
ッ
シ
ー
ニ
）
、
「
交
響

曲
第
88
番
『
Ⅴ
字
』
」
（
ハ

イ
ド
ン
）
、
「
交
響
曲
第
２

番
」
（
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
）
を

演
奏
す
る
。
チ
ケ
ッ
ト
は
一

般
１
０
０
０
円
、
高
校
生
以

下
５
０
０
円
（
３
歳
以
下
は

入
場
不
可
）
。
障
害
の
あ
る

人
と
、
そ
の
付
添
い
者
１
人

は
入
場
無
料
。
チ
ケ
ッ
ト
前

売
り
は
同
ホ
ー
ル
窓
口
ま
た

は
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
購
入
「
ｔ
ｅ
ｋ
ｅ

ｔ
」
で
。
問
い
合
わ
せ
は
馬

城
さ
ん$

０
９
０
・
２
７
６

８
・
１
１
５
０
へ
。


